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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービスの提供を受け
ていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを通じて音声呼
サービスを提供するための進化した基地局（evolved Node B：ｅＮＢ）の方法であって、
　前記移動端末に前記ＣＳドメインのサービスを提供するためのページングメッセージを
移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）から受信するステップと
、
前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージを前記ＭＭＥに
伝達するステップと、
を含み、
　前記伝達するステップは、前記ＭＭＥによって前記移動端末に対して前記ＰＳドメイン
で提供されるサービスの一時停止要請の伝送をもたらすことを特徴とするｅＮＢの方法。
【請求項２】
　前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージは、前記ＵＥ
が送信した前記ＰＳのセッションを一時停止することを要請するＰＳセッション格納(PS 
Session Preservation)メッセージを通じて前記ＭＭＥに伝達されることを特徴とする請
求項１に記載のｅＮＢの方法。
【請求項３】
　前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージは、前記移動
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端末が前記ＰＳドメインのサービスを受信できないため、転送されることであることを表
す原因(Cause）を含むことを特徴とする請求項１に記載のｅＮＢの方法。
【請求項４】
　パケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービスの提供を受け
ていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを通じて音声呼
サービスを提供するための進化した基地局（evolved Node B：ｅＮＢ）であって、
　前記移動端末に前記ＣＳドメインのサービスを提供するためのページングメッセージを
移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）から受信する送受信モジ
ュールと、
前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージを前記ＭＭＥに
伝達するように前記送受信モジュールを制御する制御部と、
を含み、
　前記メッセージの伝達は、前記ＭＭＥによって前記移動端末に対して前記ＰＳドメイン
で提供されるサービスの一時停止要請の伝送をもたらすことを特徴とするｅＮＢ。
【請求項５】
　前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージは、前記ＵＥ
が送信した前記ＰＳのセッションを一時停止することを要請するＰＳセッション格納(PS 
Session Preservation)メッセージを通じて前記ＭＭＥに伝達されることを特徴とする請
求項４に記載のｅＮＢ。
【請求項６】
　前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージは、前記移動
端末が前記ＰＳドメインのサービスを受信できないため、転送されることであることを表
す原因(Cause）を含むことを特徴とする請求項４に記載のｅＮＢ。
【請求項７】
　パケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービスの提供を受け
ていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを通じて音声呼
サービスを提供するための移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ
）の方法であって、
　前記移動端末に前記ＣＳドメインのサービスを提供するためのページングメッセージを
転送するステップと、
前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えた場合、前記移動端末に対して前記ＰＳドメ
インで提供されるサービスに対する一時停止要請をサービングゲートウェイ（Serving Ga
teway：Ｓ－ＧＷ）に転送するステップと、
　を含むことを特徴とするＭＭＥの方法。
【請求項８】
　前記移動端末の前記ＣＳドメインへの切り換えは、
　前記移動端末から伝送された前記ＰＳセッションを一時停止することを要請するＰＳセ
ッション格納（PS Session Preservation）メッセージを通じて受信されることを特徴と
する請求項７に記載のＭＭＥの方法。
【請求項９】
　前記移動端末の前記ＣＳドメインへの切り換えは、
　進化した基地局(evolved Node B:ｅＮＢ)から送信された、前記移動端末が前記ＰＳド
メインのサービスを受信できないため、転送されることであることを表す原因(Cause）を
含むドメイン変更報告メッセージを通じて受信されることを特徴とする請求項７に記載の
ＭＭＥの方法。
【請求項１０】
　パケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービスの提供を受け
ていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを通じて音声呼
サービスを提供するための移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ
）であって、
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　前記ＣＳドメインのサービスを提供するために前記移動端末にページングメッセージを
送信する送受信モジュールと、
　前記移動端末が前記ＣＳドメインに切り換えた場合、前記移動端末に対して前記ＰＳド
メインで提供されるサービスに対する一時停止要請をサービングゲートウェイ（Serving 
Gateway：Ｓ－ＧＷ）に転送するように常時送受信モジュールを制御する制御部と、
を含むことを特徴とするＭＭＥ。
【請求項１１】
　前記移動端末の前記ＣＳドメインへの切り換えは、
　前記移動端末から転送された前記ＰＳのセッションを一時停止することを要請するＰＳ
セッション格納(PS Session Preservation)メッセージを通じて受信されることを特徴と
する請求項１０に記載のＭＭＥ。
【請求項１２】
　前記移動端末の前記ＣＳドメインへの切り換えは、
　進化した基地局(evolved Node B:ｅＮＢ)から送信された、前記移動端末が前記ＰＳド
メインのサービスを受信できないため、転送されることであることを表す原因(Cause）を
含むドメイン変更報告メッセージを通じて受信されることを特徴とする請求項１０に記載
のＭＭＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムに関し、特に異種の移動通信システムにおける音声呼を提
供する方法及び装置とそのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、移動通信システムは、ユーザに位置の制約無しで通信を遂行することができるよ
うにするために開発されたシステムである。このような移動通信システムは、初期の単純
な音声通信サービスだけを提供する形態から高速のデータサービス及びボイスオーバーＩ
Ｐ（Voice Over IP：ＶｏＩＰ）のようなパケットを用いた音声サービスなどを提供でき
る形態に発展している。
【０００３】
　また、移動通信システムは、基本的な音声サービスと比較的低速のデータサービスを提
供するサーキット交換（Circuit Switching；以下、“ＣＳ”という）方式のシステムか
ら徐々に高速のパケットデータサービスを提供するパケット交換（Packet Switching；以
下、“ＰＳ”という）システムに発展している。このようなＣＳ方式を使用する移動通信
システムは、２世代（2nd Generation；以下、“２Ｇ”という）システム及び３世代（3r
d Generation；以下、“３Ｇ”という）システムがある。３Ｇシステムは、比較的高速の
データサービスを提供することもできる。しかしながら、ユーザはより高速のデータサー
ビスの提供を受けようとするため、２Ｇまたは３Ｇシステムより発展したシステムの必要
性が提起されて、現在ロングタームエボリューション／システムアーキテクチャエボリュ
ーション（Long Term Evolution / System Architecture Evolution；以下、“ＬＴＥ／
ＳＡＥ”という）システムに対する開発がなされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、インターネットプロトコル（Internet Protocol；以下、“ＩＰ”と
いう）サービスを提供するＰＳドメイン上の移動通信システムで他移動通信システムを用
いてＣＳドメインサービスをサポートするための方法及び装置とそのシステムを提供する
ことにある。
【０００５】
　また、本発明の他の目的は、端末がＣＳドメインで音声サービスの提供を受ける間、Ｐ
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Ｓドメインの上で端末の登録状態を維持する方法及び装置とそのシステムを提供すること
にある。
【０００６】
　また、本発明の更に他の目的は、端末が音声呼サービスの提供を受けるためにＰＳドメ
インからＣＳドメインに接続する間、上記ＰＳドメインの上に提供されるパケットデータ
サービスを一時停止する方法及び装置とそのシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するための方法は、移動性管理エンティティ（Mobile Manag
ement Entity：ＭＭＥ）が上記移動端末にＣＳドメインサービスを提供するために上記Ｐ
Ｓドメインの進化した基地局（evolved Node B：ｅＮＢ）にページングメッセージを転送
するステップと、上記移動端末が上記ＣＳドメインに位置していると、上記ｅＮＢが上記
移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたことを指示する報告メッセージを上記ＭＭＥに
転送するステップと、上記ＭＭＥが上記ＰＳドメインのゲートウェイ（Gateway）に上記
移動端末に対して上記ＰＳドメインで提供されるサービスを一時停止することを要請する
一時停止要請メッセージを転送するステップと、を含む。
【０００８】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するためのシステムは、上記ＣＳドメインのサービスを提供
するために上記移動端末にページングメッセージを転送し、上記移動端末が上記ＣＳドメ
インに切り換えたことを指示する報告メッセージを受信すれば、上記移動端末に対して上
記ＰＳドメインで提供されるサービスを一時停止することを要請する一時停止要請メッセ
ージを転送する移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）と、上記
ＭＭＥから上記一時停止要請メッセージを受信すれば、上記ＰＳドメインのサービスを一
時停止するゲートウェイ（Gateway）と、を含む。
【０００９】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて進化した基地局（evolved Node B：ｅＮＢ）が音声呼サービスを提供するための方
法は、移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）から上記移動端末
に上記ＣＳドメインのサービスを提供するためのページングメッセージを受信するステッ
プと、上記ページングメッセージを伝達する上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換え
たならば、上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたことを指示する報告メッセージ
を上記ＭＭＥに転送するステップと、を含む。
【００１０】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するための進化した基地局（evolved Node B：ｅＮＢ）装置
は、移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）から移動端末に上記
ＣＳドメインのサービスを提供するためのページングメッセージを受信する送受信モジュ
ールと、上記送受信モジュールを通じて上記ページングメッセージが受信されれば、上記
ページングメッセージを伝達する上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたか否かを
判断し、上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたならば、上記移動端末が上記ＣＳ
ドメインに移動したことを指示する報告メッセージを移動性管理エンティティ（Mobile M
anagement Entity：ＭＭＥ）に送信するように上記送受信モジュールを制御する制御部と
、を含む。
【００１１】
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　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて移動性管理エンティティ（Mobile Management Entity：ＭＭＥ）が音声呼サービス
を提供するための方法は、上記移動端末に上記ＣＳドメインのサービスを提供するための
ページングメッセージを転送するステップと、上記ページングメッセージに対する応答で
、上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたことを指示する報告メッセージを受信す
るステップと、上記移動端末が上記ＣＳドメインに切り換えたならば、上記ＰＳドメイン
のゲートウェイ（Gateway）に上記移動端末に対して上記ＰＳドメインで提供されるサー
ビスを一時停止することを要請する一時停止要請メッセージを転送するステップと、を含
む。
【００１２】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するための移動性管理エンティティ（Mobile Management En
tity：ＭＭＥ）装置は、上記ＣＳドメインのサービスを提供するために上記移動端末にペ
ージングメッセージを送信し、上記ページングメッセージに対する応答で、上記移動端末
が上記ＣＳドメインに切り換えたことを指示する報告メッセージを受信する送受信モジュ
ールと、上記移動端末が上記ＣＳドメインに移動したならば、上記ＰＳドメインのゲート
ウェイ（Gateway）に上記移動端末に対して上記ＰＳドメインで提供されるサービスを一
時停止することを要請する一時停止要請メッセージを転送するように常時送受信モジュー
ルを制御する制御部と、を含む。
【００１３】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末がサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するための方法は、上記ＣＳドメインのサービスを受けるた
めのページングメッセージを受信するステップと、上記ページングメッセージを受信すれ
ば、上記ＰＳドメインのサービスを一時停止させてくれることを要求するメッセージを転
送するステップと、を含む。
【００１４】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けている間、サーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを通じて
音声呼サービスを提供するための移動端末装置は、上記ＣＳドメインのサービスを受ける
ためのページングメッセージを受信する送受信モジュールと、上記ページングメッセージ
を受信すれば、上記ＰＳドメインのサービスを一時停止させてくれることを要求するメッ
セージを転送するように上記送受信モジュールを制御する制御部と、を含む。
【００１５】
　本発明に従うパケット交換（Packet Switching：ＰＳ）ドメイン（domain）でサービス
の提供を受けていた移動端末にサーキット交換（Circuit Switching：ＣＳ）ドメインを
通じて音声呼サービスを提供するための方法は、移動性管理エンティティ（Mobile Manag
ement Entity：ＭＭＥ）が上記移動端末にＣＳドメインサービスを提供するためにページ
ングメッセージを転送するステップと、上記ページングメッセージの受信後、上記移動端
末が上記ＭＭＥに上記ＰＳドメインでのサービスを一時停止してくれることを要請するス
テップと、上記要請を受けた後、上記ＭＭＥが上記ＰＳドメインのゲートウェイ（Gatewa
y）に上記移動端末の上記ＰＳドメインで提供されるサービスを一時停止することを要請
する一時停止要請メッセージを転送するステップと、を含む。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ＣＳドメインをサポートしない移動通信システムに連結されたＵＥが
ＣＳドメインを提供する異種の移動通信システムからＣＳドメイン固有のサービスの提供
を受けることができる。
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【００１７】
　また、本発明によれば、ＰＳドメインを提供する異種の移動通信システムから該当移動
通信システムのＰＳドメイン固有のサービスの提供を受けることができる。
　また、本発明によれば、ＰＳドメインからＣＳドメインにハンドオーバーした状態で上
記ＰＳドメインの登録状態が解除されることを防止することができる。
【００１８】
　また、本発明によれば、音声呼のサービスを受けるためにＰＳドメインからＣＳドメイ
ンに移動した端末にＰＳドメインの上で提供されるパケットデータサービスを一時停止さ
せることによって、ＰＳドメイン上で発生できる資源の浪費を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明が適用されるＣＳドメインとＰＳドメインとを含む移動通信システム構造
図である。
【図２】図１に従う移動通信網におけるＣＳドメインサービス方法を示す流れ図である。
【図３】本発明の実施形態に従う移動通信網におけるＣＳドメインサービス方法を示す流
れ図である。
【図４】本発明の実施形態に従うＭＭＥの動作フローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に従うＵＥにページングメッセージを転送しなければならない
状況でのＭＭＥの動作フローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に従うＣＳページング（paging）の要請を受けたｅＮＢの動作
フローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に従うアイドル（idle）状態のＵＥから初めのメッセージを受
信した状況でｅＮＢの動作フローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に従う３ＧＰＰ２ ＣＤＭＡ２０００ １ｘ ＣＳ網で音声呼が
受信された状況でのＣＳドメインサービス方法を示す流れ図である。
【図９】本発明の実施形態に従う端末の動作フローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態に従うＭＭＥのブロック構成図である。
【図１１】本発明の実施形態に従うｅＮＢのブロック構成図である。
【図１２】本発明の実施形態に従う端末のブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付した図面を参照して本発明に係る好ましい実施形態に対する動作原理を詳細
に説明する。本発明を説明するに当たって、関連した公知の機能あるいは構成に対する具
体的な説明が本発明の要旨を曖昧にすることができると判断される場合、その詳細な説明
は省略する。そして、後述する用語は本発明の機能を考慮して定義された用語であって、
これは、ユーザ、運用者の意図または慣例などによって変わることができる。したがって
、その定義は本明細書の全般に亘る内容に基づいて下されるべきである。
【００２１】
　以下に説明する本発明は、異種の移動通信システムからサーキット交換ドメインとパケ
ット交換ドメインを通じて提供されていた移動通信網サービスをパケット交換ドメインの
みを提供する進化した移動通信システムでＵＥに提供する方法及びシステムを提供する。
【００２２】
　本発明に従う進化した移動通信網は、サーキット交換ドメインを提供するレガシーまた
は以前の移動通信網に端末の位置登録を要請する要請メッセージを転送して、進化した移
動通信網における端末の現在位置をレガシー移動通信網に知らせる。
【００２３】
　本明細書で“進化した移動通信網（Evolved Mobile Communication Network）”とは、
ロングタームエボリューション（Long Term Evolution；以下、“ＬＴＥ”という）のよ
うにＰＳドメインを通じてパケットデータサービスを提供する移動通信網を意味し、“レ
ガシー移動通信網”は広帯域コード分割多重接続（Wideband Code Division Multiple Ac
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cess；以下、“Ｗ－ＣＤＭＡ”という）またはコード分割多重接続（Code Division Mult
iple Access；以下、“ＣＤＭＡ”という）網または移動通信のためのグローバルシステ
ム（Global System for Mobile Communication；以下、“ＧＳＭ”という）のように、レ
ガシーＣＳドメインを提供する２Ｇまたは３Ｇ移動通信網を意味する。
【００２４】
　レガシー移動通信網に音声呼が受信されれば、上記レガシー移動通信網は上記音声呼が
受信されたことを登録された進化した移動通信網に知らせて、端末が上記レガシー移動通
信網を通じて音声呼サービスの提供を受ける。または、上記端末がレガシー移動通信網に
音声呼を発信する場合、上記端末は進化した移動通信網から上記レガシー移動通信網に対
する情報を受信して、これに基づいて上記端末が上記レガシー移動通信網を通じて音声呼
を発信するようにする。
【００２５】
　この際、上記進化した移動通信網で提供中であったサービスは待機状態に変わり、上記
端末が上記レガシー移動通信網で音声呼サービスを受ける間にも、上記進化した移動通信
網は上記端末に対する状態を維持する。
【００２６】
　図１は、本発明が適用されるＣＳドメインとＰＳドメインとを含む移動通信システムの
構成図である。
　図１において、端末機（User Equipment；以下、“ＵＥ”という）１０１は、ＩＰネッ
トワークを介して電話通話サービスに接続されている。参照番号１０２は、ヨーロッパが
２．５世代及び３世代移動通信であるＧＰＲＳ／ＵＭＴＳ（General Packet Radio Servi
ce / Universal Mobile Telecommunications System）の非接続階層（Non-Access Stratu
m）であるコアネットワーク（Core Network；以下、“ＣＮ”という）及び接続階層（Acc
ess Stratum）であるアクセスネットワーク（Access Network；以下、“ＡＮ”という）
を示したものである。
【００２７】
　進化したＵＭＴＳ地上無線接続網（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network
；以下、“Ｅ－ＵＴＲＡＮ”という）１０３は、Ａｌｌ－ＩＰ基盤のコアネットワークに
て無線接続を管理する。移動性管理エンティティ（Mobility Management Entity；以下、
“ＭＭＥ”という）１１０は、ＵＥ １０１がＥ－ＵＴＲＡＮ １０３を通じて移動通信網
に接続する際、ＵＥ １０１の認証及び登録を担当し、ＵＥ １０１からサービス要請を処
理し、ＵＥ １０１がＥ－ＵＴＲＡＮ内の基地局間を移動する時の移動性を保証する。
【００２８】
　サ－ビングゲートウェイ（Serving Gateway；以下、“Ｓ－ＧＷ”という）１１２は、
音声パケット情報など、ユーザのサービスデータパケットをＥ－ＵＴＲＡＮ１０３に伝達
するためのベアラーサービスを提供する。
　パケットデータネットワークゲートウェイ（Packet Data Network Gateway；以下、“
Ｐ－ＧＷ”という）１１４は、移動通信網に接続したＵＥ １０１にＩＰアドレスを割り
当てて、ＩＰ連結性（IP Connectivity）を提供する。ＭＭＥ １１０、Ｓ－ＧＷ １１２
、及びＰ－ＧＷ １１４を合わせて進化したパケットコアネットワーク（Evolved Packet 
Core Network；以下、“ＥＰＣ”という）と呼ぶ。
【００２９】
　移動交換局（enhanced Mobile Switching Center / Visited Location Register；以下
、“ＭＳＣ／ＶＬＲ”という）１０５は、２Ｇあるいは３Ｇ移動通信網の移動交換局を表
す。ＭＳＣはゲートウェイＭＳＣ（Gateway MSC；以下、“ＧＭＳＣ”という）１０６と
ＭＳＣ／ＶＬＲ １０５とに分けられるが、上記ＭＳＣ／ＶＬＲ １０５はＵＥ１０１に実
際にサービスを提供するＭＳＣであり、上記ＧＭＳＣ １０６はＵＥ１０１が連結された
ＭＳＣ／ＶＬＲ １０５に呼信号を伝達する役目をする。上記ＭＳＣ／ＶＬＲ １０５は、
ＥＰＣとの連動のためにＳＧｓインターフェースを介してＭＭＥ １１０と連結される。
ＭＳＣ／ＶＬＲ １０５は、ＳＧｓインターフェースを介してＭＭＥ １１０に端末呼出し
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を要請し、ＵＥ１０１の位置登録要請を受ける。
【００３０】
　パケット交換サポートノード（Serving GPRS Support Node；以下、“ＳＧＳＮ”とい
う）１０９は、ＵＴＲＡＮ（UMTS Terrestrial Radio Access Network）／ＧＥＲＡＮ（G
SM / EDGE Radio Access Network）１０２の接続網でＵＥ １０１にパケット交換ドメイ
ン（Packet Switching Domain；以下、“ＰＳドメイン”という）サービスを提供するエ
ンティティである。
【００３１】
　ＨＬＲ／ＨＳＳ（Home Location Register / Home Subscriber Server；以下、“ＨＬ
Ｒ／ＨＳＳ”という）１１３は、移動通信網を運営する事業者に加入したユーザ情報と端
末の現在位置と登録状態などの情報を格納し提供するサーバである。
【００３２】
　上記ＬＴＥ／ＳＡＥシステムからＵＥが音声呼受信のために２Ｇ網に移動した場合、２
Ｇ網でＬＴＥ／ＳＡＥシステムで提供を受けたＰＳドメインサービスを連続的に利用でき
ない場合、現在使用中のＰＳドメインサービスは、ＬＴＥ／ＳＡＥシステムで一時停止し
た状態に残るようになる。この際、ＬＴＥ／ＳＡＥシステムから端末に向かうデータが受
信されれば、ＬＴＥ／ＳＡＥシステムは端末が受信地域の外にあると判断して連結登録を
解除する問題点がある。
【００３３】
　図２は、図１に従う移動通信網におけるＣＳドメインサービス方法を示す流れ図である
。
　図２のステップ２５０で、ＣＳドメインを通じて音声呼（Voice call）を受信したＭＳ
Ｃ／ＶＬＲ ２０１は、ＵＥ ２０９が現在Ｅ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ２０７を通じ
て図示していないＥＰＣに連結されていることを確認し、ＵＥ ２０９をサービスしてい
るＭＭＥ ２０３にＣＳページング（Paging）要請メッセージを転送する。ＵＥ ２０９が
ＣＳドメインをサポートするセルにある時は、ＭＳＣ／ＶＬＲ ２０１が直接ＵＥ ２０９
をページング（paging）し、ＵＥ ２０９がＥ－ＵＴＲＡＮ網にある場合にはＭＳＣ／Ｖ
ＬＲ ２０１がＭＭＥ ２０３にＵＥ ２０９をページングしてくれることを要請する。上
記ＣＳページング要請メッセージにはＣＳドメインに連結を要請するＣＮドメイン指示子
（Domain Indicator）が含まれる。上記ＣＳページング要請メッセージを受信したＥ－Ｕ
ＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ２０７は、ステップ２５２で、必要とする場合、ＵＥ ２０９
に周辺セル情報を要請し、ＵＥ ２０９が応答した情報あるいはネットワークに予め設定
された情報に従って端末を移動させるターゲットセル（Target Cell）を決定する。
【００３４】
　ＵＥ ２０９が移動するターゲットセルＥ－ＵＴＲＡＮで提供を受けていたＰＳサービ
スを同時にサポートできない場合、現在進化したパケットシステム（Evolved Packet Sys
tem；以下、“ＥＰＳ”という）で提供中であったＰＳセッションはそのまま保ったまま
、ステップ２５４で、ＵＥ ２０９にネットワークサポートセル変更（Network Assisted 
Cell Change；以下、“ＮＡＣＣ”という）またはリダイレクション（Redirection）など
の方法を用いてターゲットセル情報を提供することで、ＵＥ ２０９がターゲットセルに
切り換えるようにする。ＥＰＳは、ＥＰＣ、ｅＮＢ、及びＵＥをさらに含む。図２のステ
ップ２５４で、ｅＮＢ ２０７がＮＡＣＣを通じてＵＥ ２０９にターゲットセル情報を提
供してくれるが、ＮＡＣＣとは、ＵＥがＵＴＲＡＮ網からＧＥＲＡＮ網へ移動する時、Ｕ
ＥにＧＥＲＡＮ網のセル（cell）情報を知らせてくれて速かに切り換えるようにする技術
であり、Ｅ－ＵＴＲＡＮ網からＧＥＲＡＮ網へ移動する方案が最近定義された。前述した
リダイレクションも類似の目的のための方法であり、ＮＡＣＣとはＲＲＣ（Radio Resour
ce Control）シグナリング（signaling）の上に差がある。
【００３５】
　ＵＥ ２０９が上記ターゲットセル（Target Cell）に切り換えれば、必要な場合、ステ
ップ２５６で、位置領域更新（Location Area Update；以下、“ＬＡＵ”という）要請メ
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ッセージをＭＳＣ／ＶＬＲ ２０１に転送して、ＵＥ ２０９の現在位置を知らせて、ステ
ップ２５８で、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ網１０２を通じてＭＳＣ／ＶＬＲ ２０１にペー
ジング応答（Paging Response）メッセージを送る。ステップ２６０では、レガシーＣＳ
ドメインで音声呼連結手続きに従って音声呼を設定し、ＵＥ ２０９に音声呼サービスを
提供する。
【００３６】
　上記のような移動通信網におけるＣＳドメインサービス方法の問題点は、次の通りであ
る。
　ステップ２６０で、ＵＥ ２０９が音声サービスを使用している中、ステップ２６２の
ようにＰＳドメインにダウンリンクパケットデータユニット（Downlink Packet Data Uni
t；ＤＬ ＰＤＵ）が受信されれば、ＵＥ ２０９が現在音声サービスの提供を受けている
という事実を知らないＳ－ＧＷ ２１１は、通常のＤＬ ＰＤＵ受信手続きに従って、ステ
ップ２６４で、ＭＭＥ ２０３にＤＬ ＰＤＵ受信を知らせるＤＬデータ通知（DL DATA No
tification）メッセージを送り、ステップ２６６で、ＭＭＥ ２０３はＥ－ＵＴＲＡＮ １
０３のｅＮＢ ２０７にページング要請メッセージを送る。しかしながら、ＵＥ ２０９は
現在ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ １０２の網到達地域で音声サービスを受信中であるので、
ステップ２６８で、Ｅ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ２０７からのページング要請メッセ
ージを受信することができない。そして、ステップ２７０で、ＭＭＥ ２０１がページン
グ要請に対する応答を受信できなくて、ページング失敗を判断するようになれば、ＭＭＥ
 ２０３はＵＥ ２０９をＰＳドメインで登録状態を解除する手続きを遂行する。したがっ
て、ＵＥ ２０９が音声サービスを終えてＥ－ＵＴＲＡＮ １０３網に接続すれば、ＰＳド
メイン登録手続きを初めから新しく遂行しなければならないことは勿論、既存のＰＳセッ
ションに対する情報も全て失うようになる。
【００３７】
　以下に説明する本発明は、ＬＴＥ網のような進化した移動通信網でＵＥが提供を受けて
いたＰＳサービスと同一なＰＳサービスをＷＣＤＭＡ／ＧＳＭ／ＣＤＭＡ ２０００ １ｘ
網のようなレガシー移動通信網で続けてサービスを受けられない場合に適用できる。
【００３８】
　以下に説明する本発明に従う進化した移動通信システムは、ＣＳドメインを提供するレ
ガシー移動通信システムに端末の位置登録を要請する要請メッセージを転送して、進化し
た移動通信システムにおけるＵＥの現在位置をレガシー移動通信システムに知らせる。
【００３９】
　併せて、本発明の実施形態に従う移動通信システムでは、レガシー移動通信システムに
音声呼のようなイベントが発生すれば、これを登録された進化したレガシー移動通信シス
テムに知らせて、ＵＥがレガシー移動通信システムに切り換えてサービスを受信するよう
にする。
【００４０】
　この際、進化した移動通信システムで提供を受けていたＰＳサービスと同一なＰＳサー
ビスをレガシー移動通信システムでも提供を受けるＰＳハンドオーバー手続き無しでレガ
シー移動通信システムへ移動した場合、進化した移動通信システムで上記登録された端末
状態を維持できるようにする。本発明は、電話通話サービスを提供する移動通信システム
の移動交換局（ＭＳＣ）及び３ＧＰＰを基盤とする進化したコアネットワークとしてＬＴ
Ｅ／ＳＡＥ（System Architecture Evolution）システムの例を挙げて本発明の実施形態
を説明するが、本発明で提供する手続きは他のプロトコルまたは他の接続規格を使用する
移動通信網にも同一に適用できる。
【００４１】
　以下に説明する本明細書では、“ＵＥが特定ドメインに位置する”という意味は、“上
記ＵＥが上記特定ドメインの領域に位置する”と“上記ＵＥが上記特定ドメインに接続す
る”という意味を全て含み、“ＵＥの現在位置”は“ＵＥの実際位置”と“ＵＥが現在接
続している特定網”の意味を全て含む。例えば、本明細書では“ＵＥがＣＳドメインに位
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置する”という意味は、“ＵＥがＣＳドメイン領域に位置する。”という意味と“ＵＥが
ＣＳドメインに接続する”という意味を含む。また、本明細書では“ＵＥが特定ドメイン
に移動する”という意味は、“ＵＥが特定ドメインに切り換える”という意味を含む。
【００４２】
　図３は、本発明の実施形態に従う移動通信網におけるＣＳドメインサービス方法を示す
流れ図である。
　図３のステップ３５０で、ＣＳドメインを通じて音声呼を受信したＭＳＣ／ＶＬＲ ３
０１は、ＵＥ ３０９が現在Ｅ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ３０７を通じてＬＴＥ／Ｓ
ＡＥシステムに連結されていることを確認し、端末をサービスしているＭＭＥ ３０３に
ＣＳページング要請メッセージを転送する。この際、上記ステップ３５０で、ＭＳＣ／Ｖ
ＬＲ ３０１は上記ＵＥ ３０９がＬＴＥ網を通じてＭＳＣ／ＶＬＲ ３０１に登録を遂行
する時、上記ＵＥ ３０９がＬＴＥ／ＳＡＥシステムに連結されているかを判断できる。
上記ＣＳページング要請メッセージにはＣＳドメインに連結を要請するＣＮ（Core netwo
rk）ドメイン指示子（Domain Indicator）が含まれる。
【００４３】
　上記ＣＳページング要請メッセージを受信したＥ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ３０７
は、ステップ３５２で、必要の場合、ＵＥ ３０９に周辺セル情報を要請し、上記ＵＥ ３
０９が応答した情報あるいはネットワークに予め設定された情報に従ってＵＥ ３０９を
切換させるターゲットセルを決定する。
【００４４】
　ＵＥ ３０９が移動するターゲットセルがＰＳサービスを同時にサポートできない場合
、現在ＬＴＥ／ＳＡＥ網で提供中であったＰＳセッションはそのまま維持したまま、ステ
ップ３５４で、ＮＡＣＣを通じてＵＥ ３０９に上記ＵＥ ３０９がターゲットセルで使用
するチャンネル情報のようなターゲットセル情報を提供してＵＥ ３０９がターゲットセ
ルに切り換えてサービスの提供を受けるようにする。ステップ３５４は、前述したように
、リダイレクション（redirection）方法でも可能である。ステップ３５６で、Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ １０３のｅＮＢ ３０７は、ＵＥ ３０９がＰＳサービスを提供できない地域へ移
動したことをドメイン変更報告（Domain Change Reportメッセージ；端末がＥＰＳの網か
ら外れたことを知らせる一般的なメッセージ）を通じてＭＭＥ ３０３に知らせる。上記
ドメイン変更報告メッセージにはＵＥ ３０９が現在ＣＳドメインにあること（ＵＥがＣ
Ｓドメインに位置すること）を知らせる指示子（indicator）が含まれる。そして、上記
ドメイン変更報告メッセージには上記ＵＥ ３０９がＰＳサービスを受けられないため、
上記ドメイン変更メッセージが転送されるものであることを表す原因（Cause）が含まれ
る。本発明において、上記ＵＥ ３０９が現在ＣＳドメインにあることを知らせる指示子
はＣＮドメイン指示子（CN domain indicator）であり、この際、上記ＣＮドメイン指示
子が“ＣＳ”を表すように設定してドメイン変更報告メッセージを通じて転送する。また
は、ステップ３５８で、ＵＥ ３０９がＭＭＥ ３０３に直接ＰＳセッション格納（sessio
n preservation）メッセージを送ってＰＳセッションを一時停止してくれることを要請す
ることも可能である。
【００４５】
　本発明では、ＭＭＥ ３０３はＵＥ ３０９がＣＳドメインに移動したことを判断できる
方法に、ステップ３５９のように２つの方案を提案する。即ち、ステップ３５６のように
、ドメイン変更報告メッセージを通じてｅＮＢ ３０７はＵＥ ３０９がＣＳドメインにあ
るか否かを判断してＭＭＥ ３０３に知らせてくれることもでき、ステップ３５８のよう
にＵＥ ３０９がＰＳセッション格納メッセージを通じて直接ＭＭＥ ３０３に知らせてく
れることもできる。本明細書では、上記ステップ３５９で、ＭＭＥ ３０３に転送される
ドメイン変更報告メッセージとＰＳセッション格納メッセージを“報告メッセージ”と称
して使用することにする。
【００４６】
　このように、本発明では、ステップ３５９での過程を通じてＭＭＥ ３０３は現在ＵＥ 
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３０９がＣＳドメインで音声呼サービスの提供を受けているので、ＰＳドメインを通じて
パケットサービスの提供を受けられない状態であることが分かる。
【００４７】
　前述したように、音声呼を受信する場合の他にも、ＵＥ ３０９が音声呼を発信する場
合にも上記と類似な過程が適用可能である。即ち、音声呼を発信するＵＥ ３０９がＬＴ
Ｅ／ＳＡＥ網に音声呼発信を要請すれば、ステップ３５２と同様にＵＥ ３０９はＥ－Ｕ
ＴＲＡＮ １０３を通じてターゲットセルに切り換えるための情報の提供を受ける。以後
の手続きは下記の通りである。
【００４８】
　ステップ３５６またはステップ３５８で、メッセージを受信したＭＭＥ ３０３は該当
ＵＥ ３０９がＥＰＣ網のＰＳドメインに登録されている状態であり、無線連結は維持し
ないアイドル（Idle）状態であるが、データ受信のためのページング（Paging）要請に対
する応答は受けられない状態、即ちＥＰＳサービスが一時停止（Suspended）された状態
であることを表示する。即ち、上記ステップ３５９で、上記ＵＥ ３０９やｅＮＢ ３０７
から受信されたメッセージ内の指示子を通じてＭＭＥ ３０３が上記ＵＥ ３０９からペー
ジング要請応答を受けられない状態であることを知るようになり、それによって、ＥＰＳ
でＵＥ ３０９にページングしなくなる。また、追加的なデータ受信によって不要にＵＥ 
３０９をページングすることを防ぐために、ステップ３６０で、Ｓ－ＧＷとＰ－ＧＷのよ
うなＧＷ ３１１にデータ受信を防ぐためのサービス変更要請メッセージを転送するか、
ＧＷ ３１１で端末のサービス状態を一時停止状態に設定するようにする一時停止要請メ
ッセージ（Suspend Request message）を転送する。以後、ステップ３６２で受信される
ＤＬ ＰＤＵは、ステップ３６４で、Ｓ－ＧＷまたはＰ－ＧＷのようなＧＷ ３１１で捨て
られて、Ｓ－ＧＷ１１２はＭＭＥ ３０３にＵＥページングを要請するダウンリンクデー
タ通知（Downlink Data notification）メッセージを送らない。
【００４９】
　上記ステップ３６０は、一時停止要請（Suspend Request）メッセージの以外に、更新
ベアラー要請（Update Bearer Request）メッセージを通じても同一な機能が遂行可能で
ある。更新ベアラー要請メッセージを用いてベアラー（Bearer）の最大送受信速度を０ｋ
ｂｐｓに設定すれば、Ｐ－ＧＷ １１４でデータ送受信を防止できる。この際、更新ベア
ラー要請メッセージはＵＥ ３０９がＰＳサービスを受信できない状態であるので、上記
更新ベアラー要請メッセージが転送されるということを知らせる原因（Cause）を含むこ
とができ、上記原因（Cause）が含まれた場合、ＧＷ ３１１の内部的に端末状態を設定で
きる。
【００５０】
　ステップ３５４で、ターゲットセル情報を受信したＵＥ ３０９が上記ターゲットセル
に移動すれば、必要な場合、ステップ３６６で、位置領域更新（Location Area Update）
要請メッセージをＭＳＣ／ＶＬＲ ３０１に転送して、ＵＥ ３０９の現在位置（ＵＥが現
在ＣＳドメインに位置すること）を知らせて、ステップ３６８で、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡ
Ｎ網１０２を通じてＭＳＣ／ＶＬＲ ３０１にページング応答メッセージを送る。発信呼
の場合、ステップ３６８は省略される。ステップ３７０で、ＭＳＣ／ＶＬＲ ３０１はレ
ガシーＣＳドメインでの音声呼連結手続きに従って音声呼を設定し、ＵＥ ３０９に音声
呼サービスを提供する。音声呼サービス提供中にステップ３６２のようにＰＳドメインを
通じて受信されたＤＬ ＰＤＵがあっても、ステップ３６４でＤＬ ＰＤＵが捨てられるた
め、ＰＳドメインの上でページング要請は発生しない。
【００５１】
　音声呼サービスを終了したＵＥ ３０９がステップ３７２で上記Ｅ－ＵＴＲＡＮ網に戻
った場合、ＵＥ ３０９はステップ３７４でＥＰＣ網にトラッキング領域更新（Tracking 
Area Update）メッセージのようなＮＡＳ（Non-Access Stratum）メッセージをＭＭＥ ３
０３に送れば、ＰＳサービスが可能な状態であることをＭＭＥ ３０３が知るようになる
。また、Ｅ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ３０７がＵＥ ３０９から任意のメッセージを



(12) JP 5154693 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

受信した時、ステップ３７６のように、これをＭＭＥ ３０３に知らせることもできる。
上記ステップ３７４で、トラッキング領域更新メッセージのようなＮＡＳメッセージを受
信するか、上記ステップ３７６のように、Ｅ－ＵＴＲＡＮ １０３のｅＮＢ ３０７からＵ
Ｅ ３０９に関するメッセージを受信したＭＭＥ ３０３はＵＥ ３０９の現在状態がＰＳ
ドメインに登録されているが、ページング受信ができない状態、即ち、一時停止（Suspen
ded）状態の場合、この状態を解除し、ステップ３７８で、Ｓ－ＧＷとＰ－ＧＷのような
ＧＷ ３１１にデータ受信再開要請メッセージを送って、ステップ３７８の以後にステッ
プ３８０のようにＤＬ ＰＤＵがＵＥ ３０９に提供できるようにする。このようなデータ
受信再開要請メッセージの一例として、図面に示した通り、再開要請（Resume Request）
メッセージを送ってＧＷ ３１１内のＵＥ ３０９の一時停止（Suspended）状態を解除さ
せるか、ベアラー更新要請メッセージを転送してＵＥ ３０９に属したベアラーの最大送
受信速度をサービス一時停止状態の以前の値に再設定する方法がある。
【００５２】
　図４は、本発明の実施形態に従うＭＭＥ ３０３の動作フローチャートである。ステッ
プ４０２で、ＭＭＥ ３０３はＭＳＣ／ＶＬＲ ３０１からＣＳページ要請メッセージを受
信する。ステップ４０４で、上記ＣＳページ要請メッセージをＥ－ＵＴＲＡＮのｅＮＢ 
３０７に転送する。以後、ステップ４０６で、Ｅ－ＵＴＲＡＮのｅＮＢ ３０７からＵＥ 
３０９がＰＳサービスをサポートしないターゲットセルに切り換えたことを知らせるドメ
イン変更報告メッセージを受信するか、ＵＥ ３０９からＰＳセッション格納（Session P
reservation）メッセージを受信した場合、ステップ４０８で、ＵＥ ３０９をサービス一
時停止（suspended）状態に設定する。また、ダウンリンクデータパケット受信によって
不要にＵＥ ３０９にページングメッセージを送ることを防ぐために、ステップ４１０で
、ＧＷ ３１１にサービス一時停止要請メッセージを追加的に送って、ＵＥ ３０９がデー
タを受信できない状態に設定する。または、図３に説明したように、更新ベアラー要請（
Update Bearer Request）メッセージの最大送受信速度設定を変えてサービス一時停止要
請メッセージと同一な機能を遂行するようにする。
【００５３】
　図５は、本発明の実施形態によってＵＥ ３０９にページングメッセージを転送しなけ
ればならない状況でのＭＭＥ ３０３の動作フローチャートである。
　ステップ５００で、ＭＭＥ ３０３はＵＥ ３０９にページングメッセージを送らなけれ
ばならない状況が発生すれば、ステップ５０２で、現在ＵＥ ３０９がページング受信不
可状態に設定されたかを検査し、上記ステップ５０２の検査結果、上記ＵＥ ３０９がペ
ージング受信不可状態であれば、ステップ５０４でページングメッセージを送らず、ＵＥ
 ３０９に保留（pending）されたページングがあることを格納しておく。一方、上記ステ
ップ５０２の検査結果、ページング受信不可状態でない場合、ステップ５０６で、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮのｅＮＢ ３０７にページングメッセージを転送してＵＥ ３０９を呼び出す。
【００５４】
　図６は、本発明の実施形態によってＵＥ ３０９にＣＳページングメッセージを転送し
なければならない状況でのｅＮＢ ３０７の動作フローチャートである。
　ステップ６０２で、ｅＮＢ ３０７はＭＭＥ ３０３またはＵＥ ３０９（発信呼の場合
）からＣＳページング要請メッセージを受信する。ここで、ＣＳページング要請メッセー
ジはＣＤＭＡ２０００網から受信したページング要請メッセージと称する。ステップ６０
４で、ｅＮＢ ３０７はＵＥ ３０９が切り換えるターゲットセルに対する情報をターゲッ
トネットワークから収集する。ステップ６０６で、ターゲットセルがＰＳハンドオーバー
（handover）をサポートするか否かによってＰＳハンドオーバーを決定し、ＰＳハンドオ
ーバーが可能な場合には、ステップ６０８で端末が現在提供を受けているＰＳサービスに
対してＰＳハンドオーバー手続きをＭＭＥ ３０３に要請する。ステップ６１０で、ｅＮ
Ｂ ３０７はＵＥ ３０９にターゲットセルのＣＳドメインに切り換えることを命令する。
このような命令の例には、ハンドオーバー命令（handover command）、ＮＡＣＣ、リダイ
レクション（Redirection）などがあり、本発明ではその他にもＣＳドメインに切換を命
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令するメッセージには如何なるメッセージも適用が可能である。ステップ６１２で、ｅＮ
Ｂ ３０７はＭＭＥ ３０３にＵＥ ３０９がＣＳドメインに切り換えたことを知らせるド
メイン変更報告メッセージを転送する。
【００５５】
　図７は、本発明の実施形態によって、アイドル（idle）状態のＵＥ ３０９から初めの
メッセージを受信した状況でのｅＮＢ ３０７の動作フローチャートである。
　ステップ７０２で、ｅＮＢ ３０７はｅＮＢと連結関係がなかったアイドル状態のＵＥ 
３０９からメッセージを受信する。ステップ７０４で、ｅＮＢ ３０７はＭＭＥ ３０３か
らＵＥ ３０９と通信するための端末コンテキスト（context）情報を要請する。ステップ
７０６で、ｅＮＢ ３０７は端末コンテキスト（context）情報に含まれたＵＥ ３０９の
最近のドメイン情報を通じて、ＵＥ ３０９が現在ＣＳドメインからＰＳドメインへ戻っ
たことを確認する。この際、上記ステップ７０６で、ｅＮＢ ３０７はＣＮドメイン指示
子が“ＣＳドメイン”に設定されたかを検査することで、上記ＵＥ ３０９がＣＳドメイ
ンに位置したかを判断できる。上記ステップ７０６の確認結果、ＵＥ ３０９がＣＳドメ
インからまたＰＳドメインへ戻った場合、ステップ７０８でｅＮＢ ３０７はＭＭＥ ３０
３にＵＥ ３０９がＰＳドメインへ戻ったことを知らせるドメイン変更報告（Domain Chan
ge Report）メッセージを伝達する。
【００５６】
　図８は、本発明の実施形態によって、３ＧＰＰ２ ＣＤＭＡ２０００ １ｘ ＣＳ網で音
声呼が受信された状況でＣＳドメインサービス方法を示す流れ図である。
　ＵＥ ８０９は、ＭＭＥ ８０３を通じたトンネリングメッセージを用いて、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ８０７網を通じてＣＤＭＡ２０００ １ｘ ＣＳ網に登録されている状態である。
【００５７】
　ステップ８５０で、ＵＥ ８０９に対する受信呼を着信したＭＳＣ ８０１が１ｘＣＳイ
ンターワーキングソリューション（InterWorking Solution；以下、“ＩＷＳ”という）
または高速パケットデータ（High Rate Packet Data；以下、“ＨＲＰＤ”という）ＡＮ
（Access Network）８０５を通じて１ｘページング（paging）メッセージを転送すれば、
ステップ８５２で、１ｘＣＳ ＩＷＳ／ＨＲＰＤ ＡＮ ８０５は、ＭＭＥ ８０３に１ｘペ
ージングメッセージをトンネリングメッセージを用いて伝達する。３ＧＰＰ２ １ｘＣＳ
網からトンネリングメッセージを受信したＭＭＥ ８０３は、ステップ８５４で、上記受
信した１ｘページングメッセージをＮＡＳトンネリングメッセージを通じてＵＥ ８０９
に伝達する。この際、上記ＮＡＳメッセージが伝達する３ＧＰＰ２メッセージが１ｘペー
ジングメッセージの場合、Ｅ－ＵＴＲＡＮ ８０７のｅＮＢがＮＡＳメッセージを確認す
る必要がないように、上記トンネリングメッセージがＣＳページングメッセージであるこ
とを表示できる。このような表示がない場合、ｅＮＢは全ての１ｘメッセージを伝達する
ＮＡＳメッセージが内容を確認して、ページング要請メッセージであるかを確認する。上
記ステップ８５４で、ＭＭＥ ８０３は上記１ｘページングメッセージを転送して上記Ｕ
Ｅ ８０９を呼び出す。上記ステップ８５４は、上記ＵＥ ８０９に上記ＣＳドメインのサ
ービスである音声呼を提供するために先行されなければならない手続きである。
【００５８】
　この際、伝達するメッセージが１ｘページング要請メッセージであるとか、ＵＥ ８０
９がＣＳドメインのターゲットセル（target cell）に切り換えたことを確認した場合、
ステップ８５６ａで、Ｅ－ＵＴＲＡＮ ８０７のｅＮＢはＭＭＥ ８０３にドメイン変更報
告（Domain Change Report）メッセージを送ってＵＥ ８０９がＣＳドメインに切り換え
たことを知らせる。または、ステップ８５６ｂで、ＵＥ ８０９が直接ＭＭＥ ８０３にＰ
Ｓセッションを一時停止してくれることを要請するＰＳセッション格納（session preser
vation）メッセージを送ることも可能である。ステップ８５６ａまたはステップ８５６ｂ
で、メッセージを受信したＭＭＥ ８０３は該当ＵＥ ８０９がパケットサービスを受けら
れない状態であることを表示し、ステップ８５８で、ＧＷ ８１１に一時停止要請（Suspe
nd Request）メッセージを送って、ＧＷ ８１１のＵＥ ８０９状態をパケット送受信が一
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時停止された状態に変更することによって、ＵＥ ８０９がＣＳドメインでＣＳサービス
を受ける間、これ以上パケット送受信がないようにする。
【００５９】
　上記図８でも前述の図３で説明したように、ＭＭＥ ８０３はＵＥ ８０９がＣＳドメイ
ンにあることを判断するための２つの方案が存在するが、その方案はステップ８５６ａと
ステップ８５６ｂである。ＭＭＥ ８０３は、ステップ８５６ａでＥ－ＵＴＲＡＮ ８０７
から受信したドメイン変更報告メッセージを受信するか、またはステップ８５６ｂでＵＥ
 ８０９からＰＳセッション格納メッセージを受信することによって、ＵＥ ８０９が現在
ＣＳドメインに位置するので、ＰＳドメインサービスの提供を受けることができないとい
うことを判断できる。即ち、ＭＭＥ ８０３は、ステップ８５７を通じてＵＥ ８０９が現
在ＰＳドメインのサービスの提供を受けることはできないということが分かる。一方、Ｃ
ＤＭＡ２０００ １ｘ ＣＳドメインに移動したＵＥ ８０９は、ステップ８６０とステッ
プ８６２で、ＣＤＭＡ２０００ １ｘ網のＭＳＣ ８０１と既存の手続きの通り１ｘ ＣＳ
シグナリング手続きに従う送受信呼連結手続きを通じて音声呼サービスの提供を受ける。
以後の手続きであるステップ８６４乃至ステップ８７８は、図３のステップ３６２、ステ
ップ３６４と、ステップ３７０乃至ステップ３８０と同一であるので、説明を省略する。
【００６０】
　図９は、本発明の実施形態に従うＵＥ ３０９、８０９の方法流れ図である。
　ステップ９００で、ＵＥはＰＳドメインに接続してサービスの提供を受ける。そして、
ステップ９０２で、音声呼サービスのようなＣＳドメインサービスが必要か否かを検査す
る。例えば、ＵＥはページングメッセージのようなメッセージをＣＳドメインから受信す
る場合、ＣＳドメインサービスが必要であることを判断できる。上記ステップ９０２の検
査結果、音声呼サービスが必要であれば、ＵＥはステップ９０４で予め決まったハンドオ
ーバー手続きに従ってＣＳドメインに切り換える。これは、本発明の実施形態とは関係な
いので、詳細な説明は省略する。そして、ステップ９０６で、ＵＥは前述の図３のステッ
プ３５８及び図８のステップ８５６ｂのように、ＰＳドメインサービスを一時停止するこ
とをＭＭＥ ３０３、８０３に要請する。上記ステップ９０６で、ＰＳドメインサービス
を一時停止することを要請したＵＥ ３０９、８０９は、ステップ９０８で音声呼サービ
スを提供し、音声呼サービスが終了される場合にはステップ９１０でＰＳドメインに切り
換える。
【００６１】
　図１０は、本発明の実施形態に従うｅＮＢ １０００のブロック構成図である。
　図１０のｅＮＢ １０００は、図３のｅＮＢ ３０７と図８のＥ－ＵＴＲＡＮ ８０７の
ｅＮＢを示す。図１０のｅＮＢ １０００で送受信モジュール１００２はＭＭＥ ３０３、
８０３からページングメッセージを受信して制御部１００４に伝達し、制御部１００４の
制御により上記受信されたページングメッセージをＵＥ ３０９、８０９に伝達する。併
せて、制御部１００４の制御により上記ＵＥ ３０９、８０９がＣＳドメインに切り換え
たので、ＰＳドメインサービスの提供を受けられないことを知らせるドメイン変更報告メ
ッセージをＭＭＥ ３０３、８０３に転送する。
【００６２】
　上記制御部１００４は、上記送受信モジュール１００２を通じて上記ページングメッセ
ージが受信されれば、上記ページングメッセージを伝達する上記ＵＥ ３０９、８０９が
上記ＰＳドメインから上記ＣＳドメインに切り換えたかを判断し、上記ＵＥ ３０９、８
０９が上記ＣＳドメインに移動したならば、上記送受信モジュール１００２を制御して上
記ドメイン変更報告メッセージをＭＭＥ ３０３、８０３に送信するように制御する。ま
た、制御部１００４は、上記ＵＥ ３０９、８０９のターゲットセルに対する情報を収集
し、ターゲットセルがＰＳハンドオーバーをサポートするか否かによってＰＳハンドオー
バーするか否かを決定し、それによってハンドオーバーに関連したメッセージを上記送受
信モジュール１００２を通じて送受信する。
【００６３】
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　図１１は、本発明の実施形態に従うＭＭＥ １１００のブロック構成図である。図１１
のＭＭＥ １１００は、図３のＭＭＥ ３０３及び図８のＭＭＥ ８０３を示す。ＭＭＥ １
１００の送受信モジュール１１０２は、ＣＳドメイン及びＰＳドメイン上の各ネットワー
クエンティティとメッセージを送受信して、受信されたメッセージを制御部１１０４に伝
達し、制御部１１０４により生成されたメッセージを送信する。即ち、図１１でＭＭＥ 
１１００の送受信モジュール１１０２は、ＣＳドメインのＭＳＣ ３０１、８０１からペ
ージングメッセージが受信されれば、受信されたページングメッセージを制御部１１０４
に伝達し、制御部１１０４は上記ページングメッセージを上記送受信モジュール１１０２
を通じてＵＥ ３０９、８０９に転送するように制御する。そして、制御部１１０４は、
送受信モジュール１１０２を通じてｅＮＢ ３０７、８０７または上記ＵＥ ３０９、８０
９から上記ＵＥ ３０９、８０９がＣＳドメインに切り換えたことを指示するメッセージ
を受信すれば、ＵＥ ３０９、８０９に対するＰＳドメインサービスを一時停止状態に設
定してメモリ１１０６に格納する。即ち、ｅＮＢ ３０７、８０７から上記ＵＥ ３０９、
８０９がドメイン変更報告メッセージまたはＵＥ ３０９、８０９からＰＳセッション格
納メッセージを受信すれば、ＵＥ ３０９、８０９に対するＰＳドメインサービスを一時
停止状態に設定してメモリ１１０６に格納する。
【００６４】
　そして、上記ＵＥ ３０９、８０９に対してＰＳドメインサービスを一時停止状態に設
定した以後に、制御部１１０４は一時停止要請メッセージを送受信モジュール１１０２を
通じてＧＷに転送するように制御する。
【００６５】
　図１２は、本発明の実施形態に従うＵＥ １２００のブロック構成図である。上記図１
２のＵＥ １２００は、図３のＵＥ ３０９及び図８のＵＥ ８０９を示す。
　図１２で送受信モジュール１２０２は、ネットワークエンティティと無線信号を通じて
メッセージを送受信し、制御部１２０４は送受信モジュール１２０２を通じてメッセージ
を受信して所定の手続きに従って処理し、所定の手続きに従って生成されたメッセージを
上記送受信モジュール１２０２を通じて送信する。メモリ１２０６は、上記制御部１２０
４の処理により生成されたパラメータまたはデータを格納する。そして、本発明の実施形
態によって制御部１２０４は、送受信モジュール１２０２を通じてＰＳドメインに接続し
てサービスの提供を受ける途中、音声呼サービスのようなＣＳドメインサービスが必要か
否かを検査する。例えば、制御部１２０４はページングメッセージのようなメッセージが
送受信モジュール１２０２を通じて受信される場合、ＣＳドメインサービスが必要である
ことを判断できる。仮に、音声呼サービスが必要であれば、制御部１２０４は決まったハ
ンドオーバー手続きに従ってＣＳドメインに移動する。そして、制御部１２０４は、ＰＳ
ドメインサービスを一時停止することを要請するために一時停止要請メッセージを送受信
モジュール１２０２を通じてＭＭＥ ３０３、８０３に要請する。
【００６６】
　本発明の幾つかの形態は、コンピュータ読取可能な記録媒体上にコンピュータ読取可能
なコードとして具現されることもできる。コンピュータ読取可能な記録媒体は、今後にコ
ンピュータシステムにより読取できる、データを格納できる任意のデータ格納装置である
。コンピュータ読取可能な記録媒体の一例には、ＲＯＭ（Read-Only Memory）、ＲＡＭ（
Random-Access Memory）、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク
、光学データ格納装置、及び搬送波（インターネットを通じたデータ転送）を挙げること
ができる。コンピュータ読取可能な記録媒体は、コンピュータシステムと結合されたネッ
トワーク上に分散配置されることもできるので、コンピュータ読取可能なコードは分散形
態で格納及び実行される。また、本発明を実施するための機能的プログラム、コード、及
びコードセグメントは、本発明が適用される技術分野のプログラマーであれば容易に理解
できる。
【００６７】
　本発明は、幾つかの好ましい実施形態を参照して表し、記載されたが、添付した請求範
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囲及びこれらの均等物により定義されるように、当業者は本発明の趣旨及び範囲から外れ
ない限り、形態及び詳細で多様な変更がなされうることが分かる。
【符号の説明】
【００６８】
２５２　選択的測定報告
２５４　ＮＡＣＣ
２５６　位置領域更新
２６０　音声呼確立
２６２　ＤＬ　ＰＤＵ
２６４　ＤＬデータ通知
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